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　年頭にあたりご挨拶を申し上げます。
　初めに、このたびの能登半島地震により犠牲となられた多くの方々に謹んで哀悼の意を
表しますとともに、被災され今なお困難な状況にある多くの皆様に心よりお見舞いを申し
上げます。
　「災害は時を選ばず」の言葉通り、新年の訪れを祝い一年の無病息災を願うまさにその
日に、大きな災害に見舞われました。
　本市においても、ちょうど６０年前に発生した新潟地震以来となります震度 ５ を記録し、
人的被害とともに家屋の損壊など多くの被害が生じました。
　特に西区においては液状化現象による被害が甚大であり、わが国では新潟地震の際に初
めて液状化現象が注目された歴史がありますが、再び本市において広範かつ多数の被害が
記録されることとなりました。
　そうしたなか新潟市管工事業協同組合の皆様からは、正月休暇を返上して、いち早い管
路の復旧に向けた修繕工事にご尽力をいただきました。これにより水道機能の早期回復を
果たすことができましたことに、厚く御礼を申し上げます。
　さらに、市内の復旧後、日本水道協会新潟県支部として石川県七尾市の復旧活動におい
てもご尽力いただいておりますことを、重ねて御礼申し上げます。
　また本市では、浄水場や基幹管路の耐震化を優先して進めており、そのことも大規模な
被害を防ぐことにつながったと考えていますが、貴組合からはこうした日常における計画
的な施設整備にもご協力をいただいており、改めて感謝を申し上げます。
　一方で、水道施設の耐震化や更新は依然として十分なものではなく、今後もスピード感
を持って取り組むべき課題でありますが、それを実現するためには強固な財務基盤作りも
重要となります。
　そのため現在、約２３年ぶりとなる水道料金の改定に向けた作業を進めており、これから
先の１００年も安心安全で美味しい水道を市民の皆様に確実にお届けすることができるよう
取組を進めてまいりますので、貴組合からも変わらぬご支援とご協力を賜りますことをお
願い申し上げます。
　結びに、貴組合の益々のご発展と、組合員の皆様そしてご家族の皆様のご多幸とご健勝
を祈念申し上げまして、新年にあたっての挨拶とさせていただきます。
　本年もどうぞよろしくお願いします。

新年ご挨拶
新潟市水道事業管理者　　　　　　

水道局長　長 井　亮 一 様
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ず、世界情勢が混沌としているなか、原材料、資
源価格、物価の高騰に加え、経済活動の活性化に
伴う人手不足が大きな課題となり、事業の成長や
安定化に水を差す状況にもなっています。
　このような状況は、私どもの業界にも大きく影
響し、長らく厳しい状況から脱却できずにいるの
が現状であります。
　昨年の夏は地球温暖化、気候変動の影響で気温
３５度以上の「猛暑日」が連日観測され、夏の平均
気温が統計開始以降最高を記録し、新潟市秋葉区
でも気温３９度に達し、各地では突風や大雨による
被害も多数発生致しました。
　冬場は寒波による水道管の凍結・破裂による被
害も懸念され、一年を通じて防災・危機管理の重
要性が問われる社会になっています。
　そのような中、今年の元旦には石川県能登半島
で最大震度 ７ を観測する地震が発生し、新潟市内
は震度 ５ を記録し、特に新潟市西区の一部では甚
大な被害を受けました。
　地震発生当日に水道局及び新潟市より、それぞ
れ災害応援要請の一報を受け、水道局からは西区
の配水本管及び給水管の漏水復旧作業、新潟市か
らは初めて災害応援要請があり、教育委員会から
市内小中学校１０校の受水槽などの漏水調査及び応
急処置の作業にあたり、合せて４０社ほどの組合員
各社よりご尽力いただき、新潟市内は一定の目途
がついた所でございま
す。
　正月の真っ只中にご
協力いただきました組
合員各位、また資材調
達にご協力を賜りまし
た賛助会員各位におか
れましては、この場を
お借りして心より御礼
申し上げます。
　また、昨日１８日より
石川県七尾市へ １ 日に
つき １ 隊の応援隊派遣
要請があり、組合では
給配水工事委員会で協
議していただき、新た

　まず、挨拶に先立ちまして元日に発生しました
能登半島地震により亡くなられた方々に謹んでお
悔やみを申し上げますと共に、被災された多くの
皆様に心よりお見舞いを申し上げます。
改めまして、新年あけましておめでとうございま
す。
　旧年中は皆様より大変お世話になり、ありがと
うございました。
　本年も変わらぬお引き立てのほど、宜しくお願
い申し上げます。
　本日は、大変お忙しい中、新潟市長 中原八一様、
新潟市議会議員 組合顧問の古泉幸一様、新潟市
水道事業管理者 水道局長 長井亮一様はじめ、関
係団体の皆様には大変ご多忙のところ、お越しい
ただき誠にありがとうございます。
　平素より当組合の活動に対し、ご理解とご支援
を賜り厚く御礼を申し上げます。
　さて、年頭にあたりご挨拶を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、国内では新型コロナウ
イルスが ５ 類に引き下げられ、様々な制限が解除
され、これまで中止となっていたイベントの開催
や国外観光客の姿を見かけるようになり、コロナ
禍前の日常に戻ったことを実感できる １ 年となり
ました。
　組合事業といたしましても今年は、これまで
行ってきた事業を再開する事ができ、今年もこの
ように新年会で皆様をお迎えすることができ、大
変喜ばしく思います。
　しかしながら国外の一部の地域では紛争が絶え

新潟市管工事業協同組合 新年会
～総勢126名で新春を祝う～

　 1月19日㈮午後 5時30分より、ホテルオークラ新潟において新潟市管工事業協同組合新年会を開催した。ご来
賓には新潟市長中原八一様、新潟市水道事業管理者水道局長長井亮一様、新潟市議会議員古泉幸一様、また関係
団体の皆様をお迎えし、組合員、賛助会員の皆様より多数お集まりいただき、総勢126名が出席した。
　新年会は組合西蒲支部事務局小林の司会で開会し、ご来賓の方々が入場された後、佐藤理事長より開会の挨拶
があった。続いて、新潟市長中原八一様よりご祝辞をいただいた後、新潟市議会議員で当組合顧問をお願いして
いる古泉幸一様の乾杯のご発声により開宴となった。新年会は、終始和やかな歓談が続き、新潟県職業能力開発
協会専務理事木川義裕様より中締めのご挨拶をいただいて閉会となった。

新年ご挨拶
新潟市管工事業協同組合

理事長　佐藤　信久
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に応援体制を組んだところでございます。
　能登半島ではまだまだ復旧の目途が立っていな
い地域が多数点在し、長期化すると言われており
ます。
　被災地の一刻も早い復旧に向けて、今後も私ど
も組合といたしましても協力体制を敷いて可能な
限り応援復旧作業を努めさせて頂き、行政からの
要請に迅速に対応できるよう取り組んでまいりた
いと考えております。
　さて、今年の干支は「きのえ・たつ」です。
　「新しいことをはじめて成功する。」「今まで準
備してきたことが形になる」といった意味がある
と言われています。
　これまでの努力が形になり、実を結ぶ、縁起の
良い年になりますよう、願わずにはいられません。

　結びに、皆様にとり
まして幸多い一年にな
りますようご祈念申し
上げ、今後とも関係各
位より尚一層のご支
援、ご協力を賜ります
ようお願い申し上げ、
また、被災地の安全と
一日も早い復興を心よ
りお祈りし、年頭のご
挨拶とさせていただき
ます。
　本日は誠にありがと
うございます。

るお仕事だと実感を致しております。
　おかげさまで、本管のほうは皆様方のご支援を
いただきながら回復したそうでありますが、まだ
個人のお宅で修繕が行き届かないところもあると
いうことですので、是非また皆様からお力をお貸
しいただきますようよろしくお願い申し上げたい
と思います。
　先ほど申し上げた新潟市内全域の中でも、特に
今回の地震による建物被害は大変甚大なものがあ
ります。今我々が最も大事だと考えているのが、
こうした建物被害にあわれた皆様を、一日も早く
先の見通しをたたせてあげることが、最も重要な
課題ではないかと思います。そのために罹災証明
の発行に向けまして、秋田県からもご協力をいた
だき、新潟市の職員あわせて210名体制で現地調
査、建物被害調査の現地調査をさせていただいて
おります。罹災証明の申請をしている方が今日現
在 ９ 千を超え、伸びはだんだん鈍ってはおります
が １ 万人を超えるような罹災証明の発行を求める
被災者の方々がいるのではないかと思います。一
日も早く調査を拡充いたしまして、どのような被
害にあっているのを判明し、一方でそれぞれ新潟
市のみならず県や国の制度がそれぞれ出てきてお
りますので、被災者の方がどのような支援を受け
られるかなどマッチングさせて、一歩一歩被災者
の皆様の安心を確保していくことに全力を傾けて
いきたいと思います。
　新潟市や新潟県も今年様々な良いことがありま
すが、本日は皆様方にこれからの水道の復旧、ま
たこれから住宅の修繕、また新たな家を建てようと
いう方がこれから現れてれてくると思いますので、
是非この業界の皆様の絶大なご支援とご協力をい
ただきますようお願い申し上げたいと思います。
　最後になりますが、今年一年間まずは新潟にお
ける災害を乗り越えなければなりませんので、皆
様と新潟市と連携を取りながらこの災害を乗り越
えた上で、今年が皆様方にとって一歩一歩明るい
希望が照らすより良い年となるようご祈念を申し
上げますとともに、今年の皆様方のご健勝ご活躍
をお祈り申し上げて新年のご挨拶とさせていただ
きます。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

　皆様、明けましておめでとうございます。
　恒例であります新潟市管工事業協同組合の新年
会が、このように盛大に開催されますことを心か
らお祝い申し上げたいと思います。また、新年
早々大変大きな地震がありまして、本日ご出席の
皆様の中でも被害にあわれた方がいらっしゃるの
ではないかと思います。また、ご自分が被害にあ
われなくても、社員の皆様の中で西区や中央区女
池、また江南区の天野などに被害が大きかったわ
けでありますので、そうした地域に住んでおられ
る方々の中で被害にあったという方もいらっしゃ
るのではないかと思います。心からお見舞いを申
し上げたいと思います。
　そして今佐藤理事長からお話がございました
が、この度の災害によって新潟市の水道局も大変
な被害にあったわけでございます。何とか浄水場
のほうは被害を免れたそうでありますが、本管の
修復にあたりましては、皆様から多大なご支援ご
協力をいただいたと聞いておりますし、今なお建
物被害の大きい地域では個人の敷地の管がまだ修
復されていなくて断水の状況であると、深刻な状
況だとお伺いしております。
　改めてこうした災害になりますと水というものこ
れがいかに大切であるかということ、水がなければ
お風呂に入ることもできませんし、料理を作ること
もできません。また水を飲むこともできません。そ
う考えますとまさに水というものは、「ライフライン」
というような言葉がありますが、命を繋ぐ大事なも
のであり、皆様方が普段取り組んでいただいてい
る業種というものは本当に重要なライフラインを守

ご祝辞
新潟市長

中原　八一 様
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　11月 1 日㈬新潟市音楽文化会館において、令和 5 年度新潟市優良
工事表彰の表彰式が行われた。
　新潟市では、建設工事の品質確保と建設技術の向上発展に資する
ことを目的として、新潟市が発注した建設工事のうち特に優秀な工
事を施工した受注者を選定し表彰している。また、優れた施工技術
を発揮し優良工事に協力した下請企業もあわせて表彰しており、本
年度は令和 4 年度にしゅん工した工事から選定された12部門、計28
工事の優良工事表彰者と、計18工事の下請企業表彰者に対し表彰状
が授与された。
　なお、今回当組合員、準組合員より、土木一式部門に㈱ノガミ、
富岡建設㈱、管部門には、東・エアプラック特定共同企業体（東工
業㈱、エアプラック㈱）、エアプラック㈱が選ばれ、区長推薦部門
には興洋管建㈱が選ばれた。また、優良工事に協力した下請け企業
には㈱田村建設、㈲マルシン設備が選ばれた。

　11月25日㈯、白山会館で「令和5年度新潟市表彰式」が執り行われ、当組合理事 山作奈穂子氏が表彰された。
　「新潟市表彰」とは、新潟市の市政の進展、産業の振興、文化の向上その他市民福祉の増進のために多大
な功労のあった人を表彰するもので、新潟市の表彰制度の中でも、最高位の表彰と位置付けられており、山
作氏は公共的施設の維持管理に尽し、その功績が顕著であったとして表彰された。

令和５年度 新潟市優良工事表彰

組合理事 山作 奈穂子氏 新潟市表彰を受彰

【優良工事】
表彰部門 表彰者 工事名

土木一式
株式会社　ノガミ 主要地方道新潟中央環状線（貝柄地内）道路改良工事
富岡建設　株式会社 主要地方道新潟中央環状線（板井地内その６）道路改良工事

管
東・エアプラック特定共同企業体 市役所本庁舎本館空気調和設備改修工事
エアプラック　株式会社 教育相談センター本館２・３階系統空気調和設備改修工事

区長推薦 興洋管建　株式会社 天寿園空気調和設備改修工事

【下請企業】
表彰部門 表彰者 工事名
造　園 株式会社　田村建設 ５・５・５０２赤塚公園整備工事
造　園 有限会社　マルシン設備 天寿園空気調和設備改修工事 

※組合員、準組合員受賞者のみ掲載
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　県水連主催の技能検定受検準備講習会が、 １ 月
10日㈬、11日㈭に新潟市と長岡市を会場に開催さ
れた。新潟会場については、学科講習は新潟管工
事会館、実技講習は新潟市水道局水道研修セン
ターにて開催され、技術・教育委員会が担当した。
講習会は 2 日間の日程で行われ、 1 日目は学科講
習、 2 日目は実技講習が行われた。
　 1 日目の学科講習は、午前は過去の試験問題か
ら作成した模擬問題を中心に行われ、午後は午前
に引き続き学科と、実技試験で行われる計画立案
等作業試験（材料表の作成）についての講義が行
われた。
　 2 日目の実技講習では、受講者は事前に公表さ
れている課題に沿って、講師から作業上の注意事
項や作業しやすい手順のポイントなどの説明を受
けながら実技課題に取り組み、本番と同じ条件で
講習を受けた。
　なお、この講習会は建設雇用改善助成金の対象
となっており、講習会終了後に申請をすることに
より雇用保険加入の事業者に対し助成金が支給さ
れる特典がある。

技能検定受検準備講習会日程
会場 講習日・会場

新潟
会場

【学科】	 令和 6年 1月10日㈬　午前 9時～
　会場　「新潟管工事会館」
【実技】	 令和 6年 1月11日㈭　午前 9時～
　会場　「新潟市水道局　水道研修センター」

長岡
会場

【学科】	 令和 6年 1月11日㈭　午前 9時～
【実技】	 令和 6年 1月12日㈮　午前 9時～
　会場　「長岡管工事会館」（学科・実技とも）

新潟県水道工事業協同組合連合会主催

技能検定受検準備講習会

【新潟会場　実技講習】

講師

浅井　一雄氏（㈲佐藤設備）
　組合　技術・教育委員会　委員長
清水　秀夫氏（㈱清水）
　組合　技術・教育委員　

【新潟会場　学科講習】

講師

神林　勉氏（㈱ミスターパイプレンチ）
　組合　技術・教育委員会　副委員長　
田中　仁氏（㈱寺尾設備工業）
　組合　技術・教育委員　

北関東支店　新潟営業所

〒950-0088　新潟市中央区万代4-1-11 太陽生命新潟ビル
TEL.025-248-1400㈹　FAX.025-248-1414
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配管職種　新潟県代表　
㈱千代田設備　山崎 光選手　敢闘賞を受賞

第61回技能五輪全国大会開催

　第61回技能五輪全国大会が11月17日㈮～21日㈫の日程で愛知県にて開催され、42職種 1 ,010人の青年技能
者が日本一を目指し技能を競い合った。
　技能五輪全国大会は、23才以下の青年技能者の技能レベルの日本一を競う技能競技大会であり、次代を担
う青年技能者に努力目標を与えるとともに、技能の重要性、必要性をアピールし、技能尊重機運の醸成を図
る目的で毎年開催されている。
　今年は新潟県からは、 7 職種23人が出場し、銀賞 1 人を含む 6 人が入賞することが出来た。
　配管職種は、11月18日㈯に愛知県国際展示場で行われ、全国から集まった女性技能者 4 名と現役高校生 5
名を含む31名の出場選手が競技を行った。その結果、新潟県代表として出場した当組合員㈱千代田設備の山
崎光選手が見事敢闘賞を受賞した。

石川県管工事協同組合来訪
　11月21日㈫、石川県管工事協同組合より北川理事長、髙桑理事、小倉理事、稲本常務理事、八十嶋事務局
長が組合を来訪し、意見交換会を開催した。当組合からは、佐藤理事長、本谷副理事長、中村専務理事、青
木常務理事、長谷川事務局長、中野事務局次長、阿部業務課長が対応にあたった。
　石川県管工事協同組合では今後の組合運営を円滑、安定的に行う上で新たな事業に取り組むことを検討し
ており当組合の業務内容を参考にしたいとの事であった。
　また、お互いの組合活動に関する情報交換も行われ、当組合にとっても大変有意義な情報交換の場となった。
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　12月 1 日㈮午後 2 時より、巻地区公民館にて新潟市水道局技術部西蒲工事事務所管内水道事業説明会が開
催され、組合員１５社１８名、準組合員 １ 社 １ 名が参加した。
　組合員の知識の習得、技術向上のため㈱栗本鐵工所　阪村様を講師にお招きし、GX形ダクタイル鋳鉄管
の基本設計について研修を行った。
　今回の研修では、耐震管としての本来の機能を発揮させるために重要なライナーの設置個所について、異
なる条件下での（土被り、埋戻条件、水圧・口径・曲管・異形管・T字管・仕切弁の有無等）一体化長さの
範囲の早見表の見方や計算方法、防護コンクリートの考え方等を限られた時間の中で過去の検討事例を参考
に御説明頂き、今後の課題が整理できた。
　また、複雑な管路の場合、配管図を作成しライナーの位置を表記したものを用意すれば、メーカー側に間
違いがないか確認できるケースもあるとの事だった。
　今後も、地震に強いライフライン強靭化を
見据え研修会を活用して行きたい。
　説明会終了後会場を移し、佐藤理事長・本
谷副理事長、加藤副理事長、青木常務理事に
もご参加頂き、割烹「魚梅」にて意見交換会
を行い、活発な意見が交わされた。

　12月15日㈮午後 5 時00分より、新潟グランドホテルにて、新潟市水道局技術部秋葉工事事務所管内水道事
業研修会が開催され、秋葉工事事務所管内に所属する組合員17社17名が参加した。
　研修会は、新潟市水道局  技術部秋葉工事事務所 渡辺所長が講師となり、「管路事業の取組と課題」をテー
マに行われた。新潟市の管路事情や主な管路事業の取組、また、管路事業における課題として人口減少や工
事単価の上昇などが挙げられ、課題解決のた
めには管路の健全度を把握し、効果的な管路
更新と整備、管路のダウンサイジングが必要
との事であった。また、水道事業者は健全な
事業経営の確保、民間事業者は必要な技術者・
技能者の確保、育成をし連携することで水道
の基盤強化につながるとの説明があった。

新潟市水道局 技術部 西蒲工事事務所管内

新潟市水道局 技術部 秋葉工事事務所管内

水道事業研修会開催

水道事業研修会開催
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　12月 9 日㈯午後 2 時から、女性の会水華では恒例となったフラワーアレンジメント体験を実施し、今年は
「エレガントにアートフラワーの壁飾り」をテーマに フレームアレンジ を作成した。参加者は会員・事務
局合わせて 8 名。
　本間幹事からは「皆さんで楽しんで作成していきましょう」とのご挨拶の後、講師の横山恵里子先生より

「例年は時期的にクリスマスや正月のアレンジメントを作成していましたが、今年は部屋に飾るタイプのた
め、時期にこだわらずに飾っておけるアレンジメントをということで、清々しくホワイト＆グリーンの花束
をイメージしたフレームアレンジとさせていただきました。」とご挨拶をいただき、横山先生の講習に移った。
　花材の 1 つ 1 つを丁寧に説明していただき、生花における花を挿す位置のバランス・それぞれの花の組ま
せ方・花の根元を隠すための葉の位置などを教えていただいたうえで、各自が試行錯誤しながら個性ある作
品を完成させた。皆さんが励んで作業に取り組み、楽しい時間を過ごすことができた。
　終了後には、出来上がった作品と共に豪華弁当を家に持ち帰り、各家庭でアートと食を楽しんでいただいた。

女性の会水華
フラワーアレンジメント体験
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　11月10日（金）午後
5 時より、ホテル日航
新潟「朱鷺」において
新潟市管工事業協同組
合青年部創立40周年記
念式典並びに祝賀会を
挙行し、長井新潟市水道事業管理者をはじめとする
ご来賓の皆様や関係団体青年部、他市・県青年部の
皆様、組合員、賛助会員、総勢88名で盛大に青年部
40周年を祝った。
　当日の司会は元アナウンサーの瀬賀千代氏が務め、
記念式典は、加藤副部長の挨拶により開会した。始
めに倉田部長より式辞があり、次に星幹事が青年部

新潟市管工事業協同組合青年部

40年の活動を映像と共に報告した。続いて、
新潟市長（代理）長井新潟市水道事業管理
者様、新潟市管工事業協同組合佐藤理事長

創立40周年
記念式典・祝賀会を挙行

～価値協創～
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より祝辞をいただいた後、青年部の活動に大変ご尽力された功績
に対し佐藤第10代青年部長、堀川第11代青年部長へ感謝状が贈呈
された。式典は北澤副部長による閉式の挨拶で終了し、引き続き
同会場にて祝賀会が開催された。

祝賀会は倉田部長の挨拶により開会した後、廣
田全管連青年部長、　星野新潟県中小企業青年
中央会会長よりご祝辞をいただき、新潟市上村
建築部長の乾杯のご発声で開宴となった。
　祝賀会では、新潟県内を中心に活動している
ジャズピアノトリオ「K.Trio」によるBGMの
生演奏、余興には国内外で広く活躍している伊
藤 花りん氏に、新潟市管工事業協同組合青年
部40周年オリジナルサンドアートを披露してい

ただいた。砂で絵を描き、その絵を次々と変化させ作品を作り上
げていく感動的なパフォーマンスで会場を魅了した。祝賀会は和
やかに歓談が進む中、新潟市議会議員 組合顧問の古泉幸一様の
万歳三唱でお開きとなった。
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元日に発生した令和 6 年能登半島地震により新潟市内も甚大な被害を受け、発生直後から応急復旧や 1 ヶ
月以上過ぎた現在も被災住宅の復旧工事などに奔走されている組合員さんもいらっしゃると思います、幸
い雪の無いお正月だったのが少し救いだったように感じます、なにかと忙しい日々かと思いますが、お互
いがんばりましょう。� （記：広報委員　Ｎ）

編
集
後
記

組 の き合 動ビ ネ 情ジ ス 報
発送
番号 発送月日 内　　　　容　

35 11月14日 新潟市下水道部からの事務連絡について
（確認申請に関する変更事項）

36 11月21日 年末年始の組合業務休業について（お知らせ）

37 11月22日 丸大食品㈱お歳暮ギフト斡旋のご案内について

38 11月29日 令和 5 年度技能検定（配管）受検準備講習会
開催について

39 12月 8 日 令和 5 年度 建築物環境衛生管理研修会の開催について

40 12月14日 振込手数料ご負担のお知らせ

41 12月14日 新潟市下水道部からの通知について
（適正な排水設備工事の施行について）

42 12月18日 管材・骨材等販売店の年末年始営業予定のお知らせ

43 12月19日 大気汚染防止法・フロン排出抑制法に関する講習会の
お知らせ

44 12月19日 デンカビッグスワンスタジアム熱源改修工事
現場見学会のご案内

45 12月21日 段差付き合流桝及び阻集器の設置について
（新潟市下水道部からの事務連絡）

46 12月26日 東部地域下水道事務所執務室の移転について
（東部地域下水道事務所長からの事務連絡）

47 1 月 5 日
大気汚染防止法・フロン排出抑制法に関する講習会、デ
ンカビッグスワンスタジアム熱源改修工事現場見学会 
中止のお知らせ

48 1 月 9 日 建設関係図書斡旋のお知らせ

49 1 月 9 日 全管連表彰該当候補者の推薦について

50 1 月31日 「雇用・受注状況調査」の実施について（お願い）

月　日 内　　　　容

11月 2 日 新潟市設備工事技術研究会【設備委員会】

11月 7 日 排水設備工事委員会

11月 8 日 役員会

11月10日 青年部　40周年記念式典・祝賀会

11月21日 石川県管工事協同組合来組

12月 1 日 新潟市水道局西蒲工事事務所管内水道事業研修会

〃 排水設備工事委員会

12月 9 日 女性の会「水華」　フラワーアレンジメント体験

12月12日 技術・教育委員会

12月13日 理事会

12月14日 青年部　三役会議

12月15日 新潟市水道局秋葉工事事務所管内水道事業研修会

12月30日～
1 月 4 日 年末年始休業

1 月10日 役員会

〃 県水連　技能検定受検準備講習会（学科）

県水連　技能検定受検準備講習会(実技）

1 月12日 給配水工事委員会

1 月16日 給配水工事委員会

1 月17日 青年部　役員会

1 月19日 新年会

1 月24日 給配水工事委員会　新潟市水道局経営管理課との意見交換会

1 月26日 青年部　新年会

•••••••••••••• 組合員、賛助会員の動き（R5.11～R6.1）

•••••••

•••••••
【本部　組合員】
◎代表者変更

事業所名 新代表者 旧代表者

株式会社　宏栄工業 佐藤　賢治 佐藤　宏

株式会社　新潟設備センター 阿部　良信 小林　秀樹

◎社名変更
新事業所名 旧事業所名

有限会社　キネト 有限会社　木場建設

株式会社　キネトエンジニアリング 株式会社　吉井組

【西蒲支部　準組合員】
◎脱退

事業所名 代表者

株式会社　オーシマ 大島　佐敏
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